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(57)【要約】
【課題】足元の幅木やパネル支持部等を目立ちにくくし
て見栄えを向上させる。
【解決手段】天井Ｒに設けた上部パネル支持体２と、床
面Ｆに設けた下部パネル支持体１との間に、パネル３を
建付けしてなる間仕切パネル装置であって、下部パネル
支持体１を、床面Ｆに設けた幅木１１の少なくとも前面
上部を覆うように配設し、下部パネル支持体１における
幅木１１よりも前方に突出する部分の下部を、前上方か
ら後下方に傾斜する直線上に沿って傾斜させた。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天井に設けた上部パネル支持体と、床面に設けた下部パネル支持体との間に、パネルを
建付けしてなる間仕切パネル装置であって、
　前記下部パネル支持体を、床面に設けた幅木の少なくとも前面上部を覆うように配設し
、前記下部パネル支持体における前記幅木よりも前方に突出する部分の下部を、前上方か
ら後下方に傾斜する直線上に沿って傾斜させたことを特徴とする間仕切パネル装置。
【請求項２】
　前記パネルを、パネル本体の上下の端部に幅方向を向く縁材を嵌着したものとし、前記
上部の縁材の後面に、前記上部パネル支持体の前部に設けた上部係合溝に上方より係合す
る上部係合片を設けるとともに、前記下部の縁材の後面下部に、後下方に向かって延出す
る下部係合片を設け、前記下部のパネル支持体における前記幅木よりも前方に突出する部
分に、前記下部の縁材の下面を支持する支持部を有するとともに、前記下部係合片が係合
する前上方から後下方に向かって傾斜する下部係合溝を有するパネル支持部を設けたこと
を特徴とする請求項１に記載の間仕切パネル装置。
【請求項３】
　前記下部係合片の下面と、該下面に当接する下部係合溝の上面とを、後下方に沿って複
数の段差面としたことを特徴とする請求項２に記載の間仕切パネル装置。
【請求項４】
　前記上部パネル支持体に、前記パネルの上端部の前面と当接若しくは近接する押え部材
を設けたことを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の間仕切パネル装置。
【請求項５】
　前記パネルをガラスパネルとしたことを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載
の間仕切パネル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天井と床面とに設けたパネル支持体間に、ガラス等よりなるパネルを建付け
してなる間仕切パネル装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の間仕切パネル装置としては、ガラス本体の上部と下部に、それぞれ上部フレー
ムと下部フレームを取り付けたガラスパネルを、天井と床面のパネル支持体に、上部フレ
ームと下部フレームをそれぞれボルトとナットにより固定して取り付けたもの（例えば特
許文献１参照）、ガラスパネルの上下の端部に取り付けた縁枠材を、天井と床面のパネル
支持体の係合溝に、押え部材をもって係合溝より外れるのを防止しうるように、上下方向
に移動可能に嵌合したもの（例えば特許文献２参照）、透明パネルの下部に縁枠部材を取
り付け、この縁枠部材を、天井と床面のパネル支持体（横フレーム）に、けんどん（倹飩
）式で取り付けたもの（例えば特許文献３参照）などがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４７５０４２８号公報（第５頁、第３図）
【特許文献２】特許第４６３６９６１号公報（第３頁、第２図）
【特許文献３】特許第４７１３２５３号公報（第５頁、第４，６図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載の間仕切パネル装置においては、床面と天井とのパネル支持体と
の間に、ガラスパネルを、そのガラス本体の前面を大きく露出させて建付けしうる利点が
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ある。しかしながら、ガラス本体に取り付けた上部フレームと下部フレームを、上部フレ
ームと下部フレームに、ボルトとナットにより固定しているので、多数のガラスパネルを
建付けする際の作業効率が悪い。
【０００５】
　上記特許文献２に記載の間仕切パネル装置は、パネルを、上下のパネル支持体に上下方
向に移動可能に、また、特許文献３に記載の間仕切パネル装置は、パネルを、上下のパネ
ル支持体に、けんどん式により、それぞれ取り付けているので、地震等によりパネルが上
下方向にがたつくことがある。特に、けんどん式でパネルを建付けすると、大きな地震等
でパネルが上方に移動すると、下部のパネル支持体よりパネルが外れる虞がある。
【０００６】
　また、特許文献２及び３に記載の間仕切パネル装置は、いずれも、パネルの下端部を支
持するパネル支持体は、床面に設けた幅木やカバー部材の上端よりも上方に位置している
ので、足元の幅木やカバー部材、及びパネル支持体のパネル支持部が目立ち過ぎ、見栄え
が悪いだけでなく、床面と天井間におけるパネル本体の前面の露出面積が小さくなるとい
う問題がある。
【０００７】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、足元の幅木やパネル支持部等
を目立ちにくくして見栄えを向上させうるとともに、パネルを容易に、かつ安定よく建付
けすることができ、さらに、パネル前面の露出面積を大とすることができるようにした間
仕切パネル装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明の間仕切パネル装置は、
　天井に設けた上部パネル支持体と、床面に設けた下部パネル支持体との間に、パネルを
建付けしてなる間仕切パネル装置であって、
　前記下部パネル支持体を、床面に設けた幅木の少なくとも前面上部を覆うように配設し
、前記下部パネル支持体における前記幅木よりも前方に突出する部分の下部を、前上方か
ら後下方に傾斜する直線上に沿って傾斜させたことを特徴としている。
　この特徴によれば、人がパネルの前方に立って目線を下方に向けた際に、足元のパネル
支持体における幅木より前方に突出する部分や幅木が目立ちにくくなるので、見栄えが向
上する。
【０００９】
　本発明の間仕切パネル装置は、
　前記パネルを、パネル本体の上下の端部に幅方向を向く縁材を嵌着したものとし、前記
上部の縁材の後面に、前記上部パネル支持体の前部に設けた上部係合溝に上方より係合す
る上部係合片を設けるとともに、前記下部の縁材の後面下部に、後下方に向かって延出す
る下部係合片を設け、前記下部のパネル支持体における前記幅木よりも前方に突出する部
分に、前記下部の縁材の下面を支持する支持部を有するとともに、前記下部係合片が係合
する前上方から後下方に向かって傾斜する下部係合溝を有するパネル支持部を設けたこと
を特徴としている。
　この特徴によれば、上部の縁材における上部係合片を、上部パネル支持体の上部係合溝
に、下部の縁材の下部係合片を下部パネル支持体の下部係合溝に、それぞれ、落とし込ん
で係合させるだけで、パネルを容易に建付けすることができる。また、下部の縁材の下部
係合片を、後下方に傾斜させ、この下部係合片を、下部パネル支持体のパネル支持部に設
けた後下方に傾斜する下部係合溝に嵌合しているので、大きな地震等でパネルが上下方向
に振動しても、下部係合片が下部係合溝より離脱して脱落する虞は小さく、上下のパネル
支持体間にパネルを安定よく建付けすることができる。さらに、下部パネル支持体におけ
る前上方に傾斜するパネル支持部の上面により、パネルの下端部を支持しているので、パ
ネルの下部前面の露出面積を大とすることができ、体裁がよくなる。
【００１０】
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　本発明の間仕切パネル装置は、
　前記下部係合片の下面と、該下面に当接する下部係合溝の上面とを、後下方に沿って複
数の段差面としたことを特徴としている。
　この特徴によれば、複数の段差面により、下部係合片が下部係合溝より離脱するのが規
制されるので、パネルの下端部が下部パネル支持体より離脱するのが効果的に防止される
。
【００１１】
　本発明の間仕切パネル装置は、
　前記上部パネル支持体に、前記パネルの上端部の前面と当接若しくは近接する押え部材
を設けたことを特徴としている。
　この特徴によれば、縁材の上部係合片が上部のパネル支持体の上部係合溝より離脱して
も、パネルの上端部の前面が押え部材により押さえられるので、パネルの上部が前方に転
倒するのが防止される。
【００１２】
　本発明の間仕切パネル装置は、
　前記パネルをガラスパネルとしたことを特徴としている。
　この特徴によれば、パネルをガラスパネルとすると、前述したように、足元の幅木は目
立ちにくくなっており、またパネルの下部前面の露出面積が大となっているので、ガラス
パネルの特徴である見栄えや意匠的効果を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例１に係る間仕切パネル装置の正面図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線に沿う拡大縦断側面図である。
【図３】本発明の実施例２に係る間仕切パネル装置の拡大縦断側面図である。
【図４】本発明の実施例３に係る間仕切パネル装置の拡大縦断側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明に係る間仕切パネル装置を実施するための形態を実施例に基づいて以下に説明す
る。
【実施例１】
【００１５】
　図１及び図２に示すように、実施例１に係る間仕切パネル装置は、オフィス等の室内の
床面Ｆに設けた左右方向を向く下部パネル支持体１と、天井Ｒに設けた左右方向を向く上
部パネル支持体２間に、パネルとしての左右複数のガラスパネル３を、前後に離間させて
建付けした二重ガラスパネル構造とされている。なお、以下においては、図２の右方を前
、左方を後として説明する。
【００１６】
　左右に隣接するガラスパネル３、３の対向端部同士は、ポリカーボネート等よりなる上
下方向を向く透明な連結部材４により、互いに連結されている。
【００１７】
　各ガラスパネル３は、２枚の透明な板ガラス５ａ、５ａを重合して強化した合わせガラ
スとしたパネル本体５と、このパネル本体５の幅方向の上下の端部に嵌合され、両面接着
テープあるいはホットメルト接着材６により固定された下向きコ字状の上部縁材７及び上
向きコ字状の下部縁材８とからなっている。下部縁材８の上下寸法は、パネル本体５の下
部の支持領域が大となるように、上部縁材７の上下寸法よりも大としてある。さらに、下
部縁材８の下部パネル支持体１側の起立片８ａの上下寸法を、外側の起立片８ｂよりも大
としてある。なお、現場での建付けや施工時間を短縮するために、上部縁材７と下部縁材
８は、工場等においてパネル本体５に予め取り付けられ、ガラスパネル３は完成品として
出荷される。
【００１８】
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　前側のガラスパネル３における上部縁材７の後端上部には、後端に下向きの係止部９ａ
を有する上部係合片９が、全幅に亘って後向きに突設されている。また、後側のガラスパ
ネル３における上部縁材７の前端上部にも、前端に下向きの係止部９ａを有する上部係合
片９が、前向きに突設されている。
【００１９】
　前側のガラスパネル３における下部縁材８の後端下部には、後端部が上方及び下方に折
曲された下部係合片１０が、後下方に向かって傾斜するように突設されている。また、後
側のガラスパネル３における下部縁材８の後端下部にも、前側の下部係合片１０と前後対
称をなす下部係合片１０が、前下方に向かって突設されている。下部係合片１０の下面に
は、後下方に沿って上下２段の段差面１０ａが形成されている。
【００２０】
　床面Ｆには、側面視上向きコ字状断面をなす左右方向の幅木１１が、複数のアンカーボ
ルト１２により固定されている。幅木１１内の上面には、左右複数の支持金具１３が、ア
ンカーボルト１２により共締めして固定されており、各支持金具１３の上面板１３ａには
、高さ調整用のアジャスタボルト１４が螺合されている。前記下部パネル支持体１は、複
数のアジャスタボルト１４の上端の受け板１４ａにより、高さ調節可能として支持されて
いる。
【００２１】
　前記下部パネル支持体１は、幅木１１に、その上半部を覆うようにして上方より外嵌さ
れた側面視ほぼ下向きコ字状断面の嵌合部１５と、この嵌合部１５の前後の下向片１５ａ
、１５ａの下端と連続する、前方及び後方を向く前後対称のパネル支持部１６、１６とを
備えている。前側のパネル支持部１６及びその下面は、手前側、すなわち前側のガラスパ
ネル３の前面側から幅木１１に向かって後下方に傾斜する直線Ｌ上にほぼ沿うように、前
上方に傾斜させてあり、また、後側のパネル支持部１６は、後側のガラスパネル３の後面
側から幅木１１に向かって前下方に傾斜する直線Ｌ上にほぼ沿うように、後上方に傾斜さ
せてある。本実施例では、直線Ｌの傾斜角度を、床面（水平面）に対し２５度程度として
ある。
【００２２】
　前側のパネル支持部１６の前端部と後側のパネル支持部１６の後端部は、それぞれ、ガ
ラスパネル３の下部縁材８の下面を支持可能な水平支持部１６ａとなっている。前側のパ
ネル支持部１６における水平支持部１６ａを除いた上面と、前側の下向片１５ａの前面と
の間には、前側のガラスパネル３の下部縁材８の係合片１０が斜め前上方より係脱可能に
係合する、係合片１０と同方向に後下方に向かって傾斜するほぼＶ字状断面の下部係合溝
１７が形成されている。この下部係合溝１７の上面には、係合片１０の下面の上下２段の
段差面１０ａが当接する、それと同形の２段の段差面１７ａが形成されている。
【００２３】
　後側のパネル支持部１６における水平支持部１６ａを除いた上面と、後側の下向片１５
ａの後面との間にも、後側のガラスパネル３の下部縁材８の係合片１０が上方より係脱可
能に係合する下部係合溝１７が、前側の下部係合溝１７と前後対称、かつ傾斜方向を反対
向きとして形成されている。
【００２４】
　下部パネル支持体１における嵌合部１５の前上端と後上端とには、それぞれ、前後の下
部縁材８の係合片１０と同じ突出寸法の前向突片１８と後向突片１９とが突設され、ガラ
スパネル３を建付けした際、前向突片１８の前面は、前側の下部縁材８の後面に、後向突
片１９の後面は、後側の下部縁材８の前面に、それぞれ当接若しくは近接するようになっ
ている。
【００２５】
　嵌合部１５の上面には、左右方向を向くカバー取付部材２０がねじ止めされ、このカバ
ー取付部材２０の上端の後向片２０ａには、嵌合部１５の上方を体裁よく覆う下部カバー
部材２１が取付けられている。すなわち、この下部カバー部材２１は、その下面に突設さ
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れたＬ字状の係止片２１ａを前記後向片２０ａの下面に弾性係合させるとともに、下部カ
バー部材２１の前端に突設された後向きＬ字状の下向片２１ｂの下面を嵌合部１５の上面
に当接させて装着されている。なお、下部カバー部材２１の前後の端部には、前後のガラ
スパネル３を建付けしたとき、それらの下部縁材１０の前面及び後面が当接または近接す
るようになっている。
【００２６】
　天井Ｒには、左右方向を向く側面視下向きコ字状断面の天レール２２が、左右複数のボ
ルト２３により固定され、天レール２２内の下面には、左右複数の吊支金具２４が、ボル
ト２３により共締めして固定されている。各吊支金具２４の下面板２４ａには、高さ調整
用のアジャスタボルト２５が螺合されている。前記上部パネル支持体２は、複数のアジャ
スタボルト２５の下端の受支板２５ａにより、高さ調整可能として吊支されている。
【００２７】
　前記上部パネル支持体２は、天レール２２に、上端部を残して下方より嵌合された嵌合
部２６と、この嵌合部２６の下面に下向きに連設され、アジャスタボルト２５の受支板２
５ａにより支持された側面視コ字状断面の上部パネル支持部２７とを備えている。上部パ
ネル支持部２７の前後の下向片２７ａ、２７ａの下端部に形成された外向折曲部２７ｂ、
２７ｂの上面には、それぞれ、上方に開口する上部係合溝２８、２８が形成されている。
ガラスパネル３の建付け時において、前側の上部係合溝２８には、前側のガラスパネル３
における上部縁材７の係合片９の係止部９ａが、また、後側の上部係合溝２８には、後側
のガラスパネル３における上部縁材７の係合片９の係止部９ａが、それぞれ上方より係脱
可能に係合しうるようになっている。
【００２８】
　上部パネル支持部２７の下方は、上部カバー部材２９により体裁よく覆われている。こ
の上部カバー部材２９の後部寄りの上面には、上端に前向係合部２９ａを有する左右方向
を向く上向係止片２９ｂが、また、前部寄りの上面には、上向係止片２９ａよりも短寸の
前向係止片３０が、それぞれ連設されている。この上向係止片２９ｂの前向係合部２９ａ
を、上部パネル支持部２７の下面に取り付けた左右複数の係止片３１の外向片３１ａの上
面に掛止するとともに、前向係止片３０を、パネル支持部２７における前側の下向片２７
ａの下部後面に設けた係止溝３２に嵌合することにより、上部カバー部材２９は、上部パ
ネル支持部２７の下面と当接または近接するようにして取り付けられている。なお、上部
カバー部材２９の前後の端部は、前後のガラスパネル３を建付けした際、それらの後面と
前面とに当接または近接するようになっている。
【００２９】
　前面側のガラスパネル３を建付けするには、図２の２点鎖線で示すように、まずガラス
パネル３を、その下部係合片１０の下端が下部パネル支持体１における水平支持部１６ａ
よりも上方となるように、上下のパネル支持体１、２の前方に位置させる。
【００３０】
　次いで、この状態で、ガラスパネル３を上下のパネル支持体１、２に向かって平行に移
動させ、上部縁材７の係止部９ａを上部パネル支持体２における上部係合溝２８に、下部
縁材８の下部係合片１０を下部パネル支持体１の下部係合溝１７に、それぞれ、ほぼ同時
に落とし込んで係合させる。
【００３１】
　最後に、ガラスパネル３の上端部の前面に当接または近接する倒立Ｌ字状断面の押え部
材３３を、上部パネル支持体２における嵌合部２６の直下の前面に、複数の止めねじ３４
により固定する。なお、後側のガラスパネル３についても、前側のガラスパネル３と同じ
要領で建付けすることができる。
【００３２】
　これにより、前後のガラスパネル３の建付けが完了し、前後の上部縁材７が、下部パネ
ル支持体１の下向片２７ａと押え部材３３との対向面に当接または近接することにより、
ガラスパネル３の上端部が安定よく保持される。また、前後の下部縁材８の起立片８ａの



(7) JP 2014-88746 A 2014.5.15

10

20

30

40

50

後面と前面、及び下部係合片１０の後面と前面が、それぞれ、下部パネル支持体１の前向
突片１８と後向突片１９、及び下向片１５ａの前後の面に当接または近接することにより
、ガラスパネル３の下端部も安定よく保持される。
【００３３】
　以上説明したように、実施例１に係る間仕切パネル装置においては、下部パネル支持体
１を、幅木１１の上半部を覆うように設け、かつ前後のガラスパネル３の下端部を支持す
るパネル支持部１６、１６及びその下面を、前側のものについては、その前面側から幅木
１１に向かって後下方に傾斜する直線Ｌ上にほぼ沿うように前上方に傾斜させ、後側のも
のについては、前下方に傾斜する直線Ｌ上にほぼ沿うように後上方に傾斜させてあるので
、人がガラスパネル３の前方及び後方に立って目線を下方に向けた際に、足元の幅木１１
やパネル支持部１６が目立ちにくくなり、見栄えが向上する。
【００３４】
　また、上部縁材７の係止部９ａを上部パネル支持体２における上部係合溝２８に、下部
縁材８の下部係合片１０を下部パネル支持体１の下部係合溝１７に、それぞれ、落とし込
んで係合させるだけで、ガラスパネル３を容易に建付けすることができる。しかも、下面
に２段の段差面１０ａを有する下部縁材８の下部係合片１０を、前側のガラスパネル３に
おいては後下方に、後側のガラスパネル３においては前下方に、それぞれ傾斜させ、それ
らの下部係合片１０を、下部パネル支持体１のパネル支持部１６に設けた、上面に２段の
段差面１７ａを有する後下方及び前下方に傾斜する下部係合溝１７に嵌合して建付けして
いるので、大きな地震等でガラスパネル３が上下方向に振動しても、下部係合片１０が下
部係合溝１７より離脱する虞は小さく、ガラスパネル３の下端部が下部パネル支持体１よ
り外れるのが防止される。
【００３５】
　さらに、上部パネル支持体２には、ガラスパネル３の前端部の前面及び後面に当接また
は近接する押え部材３３を取付けているので、上部縁材７の係止部９ａが上部パネル支持
体２の上部係合溝２８より離脱しても、ガラスパネル３の上部が前方及び後方に転倒する
虞はない。
【００３６】
　下部パネル支持体１における前上方及び後下方に傾斜するパネル支持部１６の上面によ
り、ガラスパネル３の下端部を支持しているので、ガラスパネル３の下部前面の露出面積
を大とすることができ、体裁がよくなる。
【００３７】
　下部パネル支持体１は、アジャスタボルト１４と支持金具１３を介して、実質的に幅木
１１の上面により直接支持され、前後のガラスパネル３の重量は、幅木１１を介して床面
Ｆにより受けられので、下部パネル支持体１により前後のガラスパネル３の下部を安定よ
く支持することができる。
【実施例２】
【００３８】
　次に、実施例２に係る間仕切パネル装置を、図３を参照して説明する。この実施例にお
いては、前記実施例１の間仕切パネル装置より、後側のガラスパネル３を取外し、前側の
ガラスパネル３のみを、前記と同形の下部パネル支持体１と上部パネル支持体２との間に
建付けしたものである。従って、前記実施例と共通する部材については、それと同じ符号
を付して、詳細な説明は省略する。
【００３９】
　この実施例２の下部カバー部材２１は、前記と同様の下部カバー部材２１の後端に、後
側のパネル支持部１６の上方を覆いうる倒立Ｌ字状断面の後部カバー片２１ｃを連設し、
その後下面を後側のパネル支持部１６の後端部上面に当接させてある。また、上部パネル
支持体２に取り付けた後側の押え部材３３の下端には、上部パネル支持体２の下方と後側
の下向片２７ａの後面を覆いうる前向カバー片３３ａが連設されている。後部カバー片２
１ｃと前向カバー片３３ａの後面は、互いに上下方向に同一面となるように整合させてあ
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る。
【００４０】
　実施例２に係る間仕切パネル装置においても、前記実施例１に係る間仕切パネル装置と
同様の作用効果を奏することができる。
【実施例３】
【００４１】
　次に、実施例３に係る間仕切パネル装置を、図４を参照して説明する。前記実施例と共
通する部材については、それと同じ符号を付して、詳細な説明は省略する。
【００４２】
　この実施例においては、幅木１１より外側の前部と後部が中空をなす下部パネル支持体
３５と上部パネル支持体３６とにおける中央部の対向面に、対向面方向に開口する凹部３
７、３７を設けてある。
【００４３】
　これら上下の凹部３７、３７に、上下の端部にコ字状断面の縁材３８、３８を取り付け
たガラスパネル３を、上下のパネル支持体３５、３６の一方である後面の外側端より挿入
させて嵌合したのち、上下の縁材３８、３８の後面を、それぞれ、上部パネル支持体３６
の後部寄りの垂下片３６ａにねじ止めした上向コ字状断面の保持部材３９の前面と、下部
パネル支持体３５の後部寄りの上向片３５ａにねじ止めした上向コ字状断面の保持部材４
０の前面とにより、前方に押圧して保持することにより、ガラスパネル３を上下のパネル
支持体３５、３６の対向面間に建付けしたものである。
【００４４】
　下部パネル支持体３５における幅木１１の前方と後方に突出する部分の下端部３５ｂ、
３５ｂは、それぞれ、前記実施例１と同様に、前方及び後方から幅木１１に向かって後下
方及び前下方に傾斜する直線Ｌ上にほぼ沿うように、前上方と後上方とに傾斜させてある
。
【００４５】
　この実施例３の間仕切パネル装置においても、下部パネル支持体３５における幅木１１
の前方と後方に突出する部分の下端部３５ｂ、３５ｂを、それぞれ、前上方と後上方とに
傾斜させてあるので、足元の幅木１１が目立ちにくくなり、見栄えが向上する。
【００４６】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成は前記実施例に限定
されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内における変形や追加があっても、
本発明に含まれる。
【００４７】
　例えば、前記各実施例では、下部パネル支持体１、３５を、幅木１１の上半部を覆うよ
うに設けてあるが、ほぼ幅木１１全体を覆うように設けてもよい。
【００４８】
　また、前記各実施例１及び２では、下部係合片１０の下面とパネル支持部１６の上面に
、段差面１０ａ、１７ａを形成したが、このような段差面１０ａ、１７ａを省略して実施
することもある。
【００４９】
　さらに、下部パネル支持体１のパネル支持部１６の傾斜角度、及び下部パネル支持体３
５の下端部の傾斜角度は、２５度よりも大または小としてもよい。
【００５０】
　本発明は、前記ガラスパネル３を用いた間仕切パネル装置の外、通常のボード状のパネ
ル等を用いた間仕切パネル装置にも適用することができる。
【符号の説明】
【００５１】
１　　　　　　　　下部パネル支持体
２　　　　　　　　上部パネル支持体
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３　　　　　　　　ガラスパネル（パネル）
４　　　　　　　　連結部材
５　　　　　　　　パネル本体
５ａ　　　　　　　板ガラス
６　　　　　　　　両面接着テープあるいはホットメルト接着材
７　　　　　　　　上部縁材
８　　　　　　　　下部縁材
８ａ　　　　　　　起立片
８ｂ　　　　　　　起立片
９　　　　　　　　上部係合片
９ａ　　　　　　　係止部
１０　　　　　　　下部係合片
１０ａ　　　　　　段差面
１１　　　　　　　幅木
１２　　　　　　　アンカーボルト
１３　　　　　　　支持金具
１３ａ　　　　　　上面板
１４　　　　　　　アジャスタボルト
１４ａ　　　　　　受け板
１５　　　　　　　嵌合部
１５ａ　　　　　　下向片
１６　　　　　　　パネル支持部
１６ａ　　　　　　水平支持部
１７　　　　　　　下部係合溝
１７ａ　　　　　　段差面
１８　　　　　　　前向突片
１９　　　　　　　後向突片
２０　　　　　　　カバー取付部材
２０ａ　　　　　　後向片
２１　　　　　　　下部カバー部材
２１ａ　　　　　　係止片
２１ｂ　　　　　　下向片
２１ｃ　　　　　　後部カバー片
２２　　　　　　　天レール
２３　　　　　　　ボルト
２４　　　　　　　吊支金具
２４ａ　　　　　　下面板
２５　　　　　　　アジャスタボルト
２５ａ　　　　　　受支板
２６　　　　　　　嵌合部
２７　　　　　　　上部パネル支持部
２７ａ　　　　　　下向片
２７ｂ　　　　　　外向折曲部
２８　　　　　　　上部係合溝
２９　　　　　　　上部カバー部材
２９ａ　　　　　　前向係合部
２９ｂ　　　　　　上向係止片
３０　　　　　　　前向係止片
３１　　　　　　　係止片
３１ａ　　　　　　外向片
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３２　　　　　　　係止溝
３３　　　　　　　押え部材
３３ａ　　　　　　前向カバー片
３４　　　　　　　止めねじ
３５　　　　　　　下部パネル支持体
３５ａ　　　　　　上向片
３５ｂ　　　　　　下端部
３６　　　　　　　上部パネル支持体
３６ａ　　　　　　垂下片
３７　　　　　　　凹部
３８　　　　　　　縁材
３９　　　　　　　保持部材
４０　　　　　　　保持部材

【図１】 【図２】
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